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対称性から第 1象限について考える。 

axaxxy 









4

1

2

1
)1(

2

222≦  axxf 









4

1

2

1
)(

2

2 とすると 

0
4

1

2

1
2

2 ≧ax 







 より axa 

4

1

2

1

4

1

2

1 2 ≦≦  aa 
4

1

2

1
,

4

1

2

1
 とおく。 

ax

xx

ax

xx

xf













































4

1

2

1

2

1
2

4

1

2

1
2

2
2

1
2

)(
2

2

2

2

2

2

 

)(xf は
2

1
x において最大値 a

4

1
をとる。 

)(xfy≦ で表される領域の概形は右図の通り。 
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